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今
年
１
年
を

　
　
　

振
り
返
り
ま
す

　

新
「
鹿
屋
市
」
が
誕
生
し
て
か
ら
、
早
く
も
１
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
年
を
迎
え
る
と
同
時
に
合
併
し
、
開
市
式
や

開
庁
式
を
開
催
。
２
月
に
は
初
の
市
長
選
挙
、
４
月
に
は
同

じ
く
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
か

の
や
ば
ら
園
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
ほ
か
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
鹿
屋
中
央
高
校
女
子
バ
レ
ー
部
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
悲
願
の
全
国
制
覇
を
達
成
し
た
ほ
か
、
鹿
屋

高
校
野
球
部
が
全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
県
大
会
で
準

優
勝
す
る
な
ど
、
市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
合
併
し
て
新
た
な
歴
史
を
歩
み
出
し
た
新
「
鹿

屋
市
」
の
、
こ
の
１
年
間
を
写
真
と
年
表
で
振
り
返
り
ま
す
。

1 月　開庁式
○県知事や旧市町の前首長などによるテープカットやくす玉割りが行わ
れ、新「鹿屋市」の門出を祝いました。

１
月

新
鹿
屋
市
誕
生
記
念
花
火
大
会

開
市
式

成
人
式
（
輝
北
会
場
）

成
人
式
（
吾
平
会
場
）

開
庁
式

成
人
式
（
串
良
会
場
）

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

　
（
吾
平
・
輝
北
会
場
）

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

　
（
鹿
屋
・
串
良
会
場
）

成
人
式
（
鹿
屋
会
場
）

新
「
鹿
屋
市
」
初
の
臨
時
議
会

鹿
屋
市
体
育
協
会
け
い
こ
初
め

式第
12
回
名
物
あ
い
ら
木
市
祭

　
　
　
　
　
　
（
15
日
ま
で
）

串
良
二
十
三
や
市

　
　
　
　
　
　
（
22
日
ま
で
）

鹿
屋
市
周
辺
地
域
米
軍
再
編
問

題
対
策
協
議
会
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
（
31
日
ま
で
）

鹿
屋
市
長
選
挙

第
24
回
鹿
屋
市
美
術
展

　
　
　
　
　
（
12
日
ま
で
）

山
下
市
長
が
初
登
庁

串
良
町
内
一
周
駅
伝
大
会

鹿
屋
市
生
涯
学
習
大
会
・
か
の

や
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

講
演
会

在
日
米
軍
空
中
給
油
機
部
隊
移

駐
に
反
対
す
る
市
民
集
会

２
月

３
月

１
市
３
町
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
合
併
調
印
式

第
22
回
美う

ま
し
さ
と里
吾
平
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会

米
軍
空
中
給
油
機
移
駐
計
画
撤

回
の
要
望
書
を
提
出

国
道
２
６
９
号
西
原
バ
イ
パ
ス

開
通

地
域
自
治
区
長
を
選
任

く
し
ら
桜
ま
つ
り

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
運

用
開
始
式

１
市
３
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
統
合
記
念
式
典

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻
撃
隊

戦
没
者
追
悼
式

輝
北
日
枝
神
社
畜
産
ま
つ
り

鹿
屋
市
議
会
議
員
選
挙

飯
田
機
械
株
式
会
社
と
立
地
協

定か
の
や
ば
ら
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン

４
月

５
月

1 月　串良二十三や市
○約 300 店舗がずらりと並んだ通りには、
約 25,000 人もの買い物客が訪れました。

２月　山下市長が初登庁
○新「鹿屋市」の市長選挙が行わ
れ、山下栄氏が当選を果たし、
初登庁しました。

３月　美
うましさと

里吾平ジョギング大会
○約 400 人が参加して、吾平の
街並の景色を楽しみながら思い
思いのペースで楽しみました。

４月　くしら桜まつり
○串良平和公園で、「ジョギング
大会」や「くしらん坊レース」
など多彩なイベントが行われま
した。

４月　かのやばら園グランドオー
プン

○「かのやばら園」が、品種 4,000
種、株数 50,000 株、面積８ha
を誇るばら園として生まれ変わ
りました。

４月　哀川翔トークショー
○ばら園内のガーデンステージを
埋め尽くした約 1,000 人の観
客を前に、映画撮影の秘話など
を楽しく紹介しました。

５月　’ 06（第 12 回）エアーメモ
リアル in かのや

○航空ショーでは、哨戒機 P-3C
の飛行展示などが行われ、約
75,000 人を魅了しました。

５月　新鹿屋市誕生記念式典
○合併功労者が表彰されたほか、
市花「ばら」・市章・市旗が紹
介されました。

５月　南日本クロスカントリー大
会 INきほく

○濃霧の中、564 人のランナーが
参加し、厳しいコースに果敢に
挑みました。

国
が
「
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る

最
終
報
告
」
に
つ
い
て
報
告･

説
明

榎
木
孝
明
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」

任
命
式
・
ば
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会

初
の
地
域
協
議
会
を
開
催

第
15
回
ば
ら
制
定
都
市
会
議

ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
（
13
日
ま
で
）

第
18
回
南
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
IN
き
ほ
く

浅
井
愼
平
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」

任
命
式
・
世
界
の
ば
ら
撮
影
会

市
花
「
ば
ら
」・
市
章
・
市
旗
が

決
定

「
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
最
終

報
告
」
に
つ
い
て
断
固
反
対
の
要

望
書
を
提
出

新
鹿
屋
市
誕
生
記
念
式
典

桂
由
美
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」
任

命
式
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

06
（
第
12
回
）
エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア

ル
in
か
の
や

体
験
搭
乗
（
27
日
）

航
空
シ
ョ
ー
（
28
日
）

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
演

奏
会
（
28
日
）

東
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
地

方
大
会

’ か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６

　
　
　
　
　
（
６
月
４
日
ま
で
）

哀
川
翔
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」

任
命
式
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

1 月　新鹿屋市
　　誕生記念
　　花火大会
○新「鹿屋」市
誕生を祝い、
１月１日午前
０時に約 600
発の花火が打
ち上げられま
した。

○吾平総合支所開庁式

○輝北総合支所開庁式

○串良総合支所開庁式

市花「ばら」

市章

市旗
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11 月　星のふるさと輝北まつり
○テツ and トモ歌謡ショーが開
催され、訪れた人たちが笑いに
包まれていました。

11 月　鹿屋市農業まつり
○名物の子豚レースや農林水産物
の展示販売などのほか、地場レ
ストランもあり多くの人が訪れ
ました。

11 月　農業収穫祭くしら黒土祭り
○農畜産物の販売や焼肉の試食な
どのほか、多彩なイベントが開
催され多くの人出でにぎわいま
した。

11 月　吾平町農業祭
○新鮮な農林産物の展示販売をは
じめ、様々なイベントが行われ
大勢の人が訪れました。

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト

鹿
屋
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

営
農
の
門
出
を
励
ま
す
会

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
in

か
の
や

子
育
て
支
援
施
設
つ
ど
い
の
広

場
「
ひ
よ
こ
」
が
オ
ー
プ
ン

鹿
屋
高
校
野
球
部
が
全
国
高
校

野
球
選
手
権
鹿
児
島
県
大
会
で

準
優
勝

か
の
や
夏
祭
り

　

前
夜
祭
（
21
日
）

　

本
祭
・
総
踊
り
（
22
日
）

　

納
涼
花
火
大
会
（
23
日
）

７
月

第
50
回
記
念
大
隅
地
区
中
学
新

人
野
球
大
会
（
５
日
ま
で
）

「
Ｆ
Ｍ
か
の
や
」
開
局

鹿
屋
中
央
高
校
女
子
バ
レ
ー
部

が
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
で
全
国
制
覇

美う
ま
し
さ
と里
吾
平
夏
祭
り

　

前
夜
祭
（
５
日
）

　

町
民
踊
り
・
花
火
大
会
（
６

　

日
）

き
ほ
く
夏
祭
り

「
本
家
か
の
や
」
が
東
京
の
代
々

木
駅
前
に
オ
ー
プ
ン

サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６

８
月

第
10
回
輝
北
汗
と
健
康
ふ
れ
あ

い
祭
り

吾
平
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
８
日
ま
で
）

串
良
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

輝
北
地
区
敬
老
の
日
記
念
行
事

第
97
回
鹿
屋
市
吾
平
地
区
敬
老

会輝
北
町
合
同
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会

９
月

鹿
屋
市
輝
北
地
区
合
同
金
婚
式

輝
北
ダ
ム
一
周
駅
伝
競
走
大
会

第
40
回
吾
平
町
体
育
大
会

「
体
育
の
日
」
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
で

不
発
弾
処
理

旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃

戦
没
者
追
悼
式

大
隅
湖
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
フ
ェ

ス
タ

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６
秋

　
　
　
　
　
（
11
月
26
日
ま
で
）

第
11
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in

く
し
ら　
　
（
22
日
ま
で
）

鹿
屋
市
保
健
福
祉
大
会
・
け
ん

こ
う
福
祉
フ
ェ
ス
タ

第
47
回
大
隅
地
区
中
学
女
子
新

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
24
回
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

第
８
回
お
お
す
み
木
材
ま
つ
り

　
　
　
　
　
（
29
日
ま
で
）

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
設
立
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
フ
ェ
ス
タ
〜
我
ら
地
球

人
〜
」

10
月

輝
北
町
戦
没
者
追
悼
式

輝
北
町
保
健
福
祉
・
生
涯
学
習

大
会

吾
平
町
文
化
祭
（
３
日
ま
で
）

串
良
町
文
化
祭
（
３
日
ま
で
）

国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
20

周
年
記
念
式
典

第
３
回
鹿
屋
市
漁
協
み
な
と
ま

つ
り

鹿
屋
市
文
化
祭
（
５
日
ま
で
）

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
６

　

星
空
歌
謡
コ
ン
テ
ス
ト
（
４

　

日
）

　

本
祭
（
５
日
）

第
29
回
吾
平
町
農
業
祭

サ
ン
ロ
ー
ド
鹿
屋
駅
伝
大
会

第
30
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り

　
　
　
　
　
（
23
日
ま
で
）

農
業
収
穫
祭
く
し
ら
黒
土
祭
り

第
６
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す

み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

第
35
回
吾
平
町
駅
伝
大
会

第
一
回
鹿
屋
市
総
合
計
画
審
議

会

11
月

青
少
年
い
き
い
き
文
化
祭

鹿
屋
市
串
良
町
社
会
福
祉
大

会
・
合
同
金
婚
式
（
予
定
）

12
月

10 月　グローバルフェスタ
○鹿屋市国際交流協会設立 10周年を記念し
て開催され、国際色豊かな各種イベントが
行われました。

10 月　旧海軍航空隊串良基地戦没者追悼式
○全国各地から生存者や遺族など約 300 人
が参加し、特別攻撃隊などで戦死した 570
人の霊を慰めました。

10 月　大隅湖あじさいロードフェスタ
○水上ステージでの歌や踊りの披露のあと、
最後に水中花火ショーが行われ、訪れた人
たちを魅了していました。

７月　鹿屋高校が高校野球県大会で準優勝
○全国大会ベスト４の鹿児島工業に８対７で惜敗。夏の甲子園まで
あと一歩でした。

７月　マリンフェスタ 2006in かのや
○夏の日差しが降りそそぐなか、ビーチバ
レーやビーチサッカーなどが行われ、多く
の人出でにぎわいました。

鹿
屋
市
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会

辛
島
美
登
里
「
か
の
や
ば
ら
大

使
」
任
命
式
・
コ
ン
サ
ー
ト

柴
田
亜
衣
「
か
の
や
ば
ら
大
使
」

任
命
式
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
ー

ド
歩
き
初
め

株
式
会
社
ス
リ
ー
ベ
ル
と
立
地

協
定

ば
ら
園
温
室
で
「
ば
ら
の
切
り

花
体
験
」
始
ま
る

日
本
モ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
と

立
地
協
定

６
月

鹿
屋
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式

Ｆ
Ｍ
か
の
や
災
害
放
送
協
定
調

印
式

７月　かのや夏祭り
○総踊りには 44 チーム約 2,300 人が参加し
威勢の良い踊りで練り歩きました。23 日
には、4,500 発の花火が打ち上げられまし
た。

８月　大隅地区中学新人野球大会
○今年 50 回目を迎える伝統ある大会に大隅
半島全域から 32 チームが参加し、猛暑の
中、連日熱戦を繰り広げました。

８月　美
うましさと

里吾平夏祭り
○お神輿や町民踊りなどのほか、花火大会が
開催され、3,000 発の花火が夜空を彩りま
した。

８月　「本家かのや」オープン
○東京の代々木駅前に、黒豚、カンパチ、焼
酎など鹿屋の食材にこだわり、東京にいな
がらにして鹿屋の味を堪能できる飲食店が
誕生しました。

８月　鹿屋中央高校がインターハイで全国制
覇

○大阪市で行われた平成 18 年度全国高校総
体（インターハイ）のバレーボール女子決
勝で、鹿屋中央高校が悲願の全国制覇を飾
りました。



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

４段階

平成19 年度分から

　

国
は
、「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
方
針
の
も

と
、
三
位
一
体
改
革
（
補
助
金
を
減
ら
す
・
地
方
交
付
税
を
見

直
す
・
税
源
を
地
方
へ
移
譲
す
る
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
革
に
よ
る
所
得
税（
国
税
）か
ら
市
県
民
税（
地
方
税
）

へ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
県
民
税
と

所
得
税
の
税
率
が
平
成
19
年
か
ら
変
わ
り
ま
す
。　

税
率
が
変
わ
っ
て
も
税
負
担

は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

市
県
民
税
は
、
市
や
県
の
財
源

と
な
る
税
金
で
、
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人
や
事
務
所
を
持
っ
て

い
る
人
が
均
等
の
額
に
よ
っ
て

負
担
す
る
均
等
割
（
市
民
税
３
，

０
０
０
円
、
県
民
税
１
，
５
０
０

円
）
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る
所
得
割
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
所
得
に
応
じ
て
納
め
る
所

得
割
の
税
率
は
、
こ
れ
ま
で
３
段

平
成
19
年
か
ら

　

市
県
民
税
・
所
得
税
の

　
　
　

税
率
が
変
わ
り
ま
す

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲

階
に
分
か
れ
て
お
り
、
所
得
の
多

い
人
ほ
ど
税
率
が
高
く
な
る
構
造

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
19
年
度
分
か
ら
は
、
所
得
の

多
い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
一

律
10
％
の
税
率
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

（
図
②
の
と
お
り
）

　

こ
の
市
県
民
税
所
得
割
の
税
率

10
％
統
一
に
伴
い
、
国
の
重
要
な

財
源
の
一
つ
で
、
個
人
の
所
得
に

対
し
て
か
か
る
所
得
税
の
税
率
は
、

最
低
税
率
が
10
％
か
ら
５
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
最
高
税
率
が
37
％

か
ら
40
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（
図
③
の
と
お
り
）

　

ま
た
、
市
県
民
税
と
所
得
税
の

人
的
控
除
（
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
な
ど
）
の
差
に
対
応
し
た
減

額
措
置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
国
の
税
収
が
減
り
、

地
方
の
税
収
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
税
源
の
移
し
変
え
な

の
で
、
皆
さ
ん
の
税
負
担
は
基
本

的
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
図
①
の

と
お
り
）

　

な
お
、
市
県
民
税
所
得
割
の
税

率
は
平
成
19
年
６
月
か
ら
、
所
得

税
の
税
率
は
、
平
成
19
年
１
月
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
以
外
の
税
制
改
正

　

税
源
移
譲
に
よ
る
税
負
担
の
増

減
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
税
制

改
正
に
よ
り
、
所
得
金
額
が
同
じ

で
も
平
成
19
年
度
以
降
の
市
県
民

税
の
負
担
は
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

　

平
成
11
年
度
か
ら
景
気
対
策
の

た
め
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措

置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率

減
税
（
市
県
民
税
所
得
割
額
の
７
．

５
％
（
限
度
額
２
万
円
））
が
平

成
19
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
で
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下

の
人
に
対
す
る
均
等
割
及
び
所
得

割
課
税
が
３
分
の
１
か
ら
３
分
の

２
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
税
課　

市
民
税
係

　

☎
０
９
９
４

－
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給与収入
税源移譲前（円）

所得税 市県民税 合計
300 万円 124,000 64,500 188,500
500 万円 258,000 163,000 421,000
700 万円 474,000 307,000 781,000

税源移譲後（円）
所得税 市県民税 合計
62,000 126,500 188,500
160,500 260,500 421,000
376,500 404,500 781,000

負　担
増減額

0円
0円
0円

【独身者の場合（年額）】

※夫婦＋子供 2人の場合、子供のうち 1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※上記は税源移譲による負担変動を示すものです。このほか、実際の負担増減額には平成 19 年度から
定率減税が廃止されるなどの影響があります。

【夫婦＋子供２人の場合（年額）】

給与収入
税源移譲前（円）

所得税 市県民税 合計
300 万円 0 9,000 9,000
500 万円 119,000 76,000 195,000
700 万円 263,000 196,000 459,000

税源移譲後（円）
所得税 市県民税 合計

0 9,000 9,000
59,500 135,500 195,000
165,500 293,500 459,000

負　担
増減額

0円
0円
0円

図①税源移譲のイメージ

図③所得税の税率 図②市県民税所得割の税率

５％

10％
13％

0 200万円 700万円

（200万円まで）
（200万円超～
　　700万円まで） （700万円超）

■課税所得が250万円の場合の税額
　　200万円までは税率５％
　　残りの50万円は税率10％
　　200万円×5％＋50万円×10％ =15万円

10％に統一
（市民税６％、県民税４％）

■課税所得が250万円の場合の税額
　　250万円×10％＝25万円

移譲前

移譲後

0 330万円 900万円 1800万円
（課税所得）

0
（課税所得）

195 万円 330万円 695万円 900万円 1800万円

5％

20％ 30％ 37％

10％ 20％ 23％ 33％ 40％

　　　　　  職業
 税目

サラリーマン 年金受給者 自営業・農業

所得税
平成 19 年１月から（平成
19 年末の年末調整時）

平成 19 年２月の年金受給から
（確定申告をする場合は、平成
20 年の確定申告時）

平成 20 年の確定申告時

市県民税 平成 19 年６月の税額通知から

税率変更の時期

10％

平成18 年度分まで

６段階

※課税所得とは…給与や事業収入などの「収入」から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除
　　　　　　　を差し引いた残りの金額です。この「課税所得」に税率をかけたものが「税額」となります。
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地域包括支援センターが
　　より身近になりました

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
が
連
携
し
て
総
合
的
な
支
援

を
行
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
の
４
地
区
に
新

た
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

よ
り
身
近
に
な
っ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
や
介
護
給
付
費
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

４
月
に
介
護
予
防
に
も
重
点
を
置

い
た
制
度
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
、
市
役

所
内
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
、
制
度
改
正
に
よ
り

新
た
に
要
支
援
１
又
は
２
に
認
定

さ
れ
た
人
を
は
じ
め
、
介
護
や
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
家
族

に
対
す
る
相
談
・
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
10
月
か
ら
は
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
展

開
さ
せ
る
た
め
、
市
内
を
大
き
く

４
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
に
新
た
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

各
セ
ン
タ
ー
に
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
指
導
な
ど
を
行
う
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
、
介
護
に
関

す
る
相
談
な
ど
様
々
な
支
援
を
行

う
社
会
福
祉
士
、
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
た
め
の
予
防
や
悪
化
の

予
防
活
動
を
行
う
保
健
師
な
ど
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
へ
の

総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
市
役
所
内
に
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
４

つ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

円
滑
に
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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●対象地区
　・鹿屋東中校区
　・串良地区

【問い合わせ】　笠之原町 1910-2
　　　　　　　☎ 0994-40-3751

新たに開設した地域包括支援センター

【問い合わせ】　大手町 14-22
　　　　　　　☎ 0994-40-8333

●対象地区
　・高隈中校区
　・鹿屋中校区
　・輝北地区

●対象地区
　・第一鹿屋中校区
　・花岡中校区

●対象地区
　・田崎中校区
　・大姶良中校区
　・高須中校区
　・吾平地区

【問い合わせ】　吾平町麓 3805
　　　　　　　☎ 0994-58-5900

【問い合わせ】　大浦町 14028-6
　　　　　　　☎ 0994-40-9855

地域包括支援センターでは、次の業務等を行っています。
●介護予防ケアマネジメント
要支援１又は２の人や、支援や介護が必要になるお
それがある人などを対象に、介護予防計画の作成、
その計画に基づいたサービス利用に関する支援を行
います。

●地域支援の総合相談
介護保険だけではなく、介護保険以外のサービスを
含む、高齢者や家族に対する総合的な相談・支援
を行います。

●権利擁護、虐待の早期発見・防止
高齢者の人権や財産を守る権利擁護事業の拠点とし
て、成年後見制度の活用促進や、高齢者虐待の早
期発見・防止などに努めます。

●ケアマネジメント支援
地域のケアマネジャーなどとのネットワークを構築
し、ケアマネジャーが円滑に業務を行えるように支
援します。



鹿
屋
市
国
民
保
護
計
画
に
対
す
る

　
　
　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

平成19 年３月
策定予定

　

平
成
16
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た

国
民
保
護
法
で
、
地
方
自
治
体
も

武
力
攻
撃
事
態
等
が
起
き
た
場
合

に
備
え
、
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
の
実
施
体
制
、
避
難
や
救
援

に
関
す
る
事
項
、
平
素
に
お
い
て

備
え
る
べ
き
物
資
や
訓
練
等
に
関

す
る
事
項
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
国

民
保
護
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
鹿
屋
市
で
も
、
平
成
18

年
度
中
に
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ

ロ
な
ど
の
不
測
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
市
民
を
保
護
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

「
鹿
屋
市
国
民
保
護
計
画
」
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　

策
定
作
業
は
、
学
識
経
験
者
な

ど
49
人
で
構
成
す
る
鹿
屋
市
国
民

保
護
協
議
会
の
審
議
を
受
け
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
11
月
29
日
に
開

催
さ
れ
た
第
２
回
目
の
鹿
屋
市
国

民
保
護
協
議
会
で
は
、
国
の
国
民

保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
や
鹿
児

島
県
国
民
保
護
計
画
等
に
基
づ
く

警
報
や
避
難
指
示
の
伝
達
、
救
援

●計画案の閲覧
市ホームページ、市自治防災課、情報公
開室及び各総合支所地域振興課で閲覧で
きます。

●募集期間
　12月 13日～平成 19年１月 19日

●提出方法
住所、氏名を明記の上、ＦＡＸ、電子メ
ール、郵送又は、直接持参してください。
様式は自由です。

【問い合わせ・提出先】
〒 893 － 8501　鹿屋市共栄町 20－１
　　　　　　　   市自治防災課
☎　   0994-31-1124
FAX　0994-42-2001
E-MAIL　jichi@e-kanoya.net

ご意見を参考に、計画を
まとめていく予定です

の
実
施
、
安
否
情
報
の
収
集
及
び

提
供
、
応
急
措
置
及
び
復
旧
手
段

等
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
。「
鹿

屋
市
国
民
保
護
計
画
」
の
素
案
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
計
画
策
定
の
参

考
と
す
る
た
め
、
素
案
に
対
す
る

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
自
由
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

国民保護のためのしくみ
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県議会議場で行われた県民表彰の表彰式

柳
谷
町
内
会
が
県
民
表
彰
を
受
賞

串
良
町
上
小
原
の
柳
谷
町
内
会

が
平
成
18
年
度
の
県
民
表
彰
（
社

会
活
動
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
町
内
会
で
は
、『
行
政
に
頼

ら
な
い
地
域
づ
く
り
』
を
掲
げ
、

平
成
９
年
か
ら
住
民
総
参
加
で
独

自
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
活

動
内
容
は
幅
広
く
、
土
着
菌
の
製

造
を
は
じ
め
、
さ
つ
ま
い
も
の
生

産
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
「
や
ね
だ

ん
」
の
開
発
、
さ
ら
に
、
そ
ば
店

の
経
営
な
ど
に
取
り
組
ん
で
独
自

の
活
動
資
金
を
確
保
。
こ
の
資
金

を
も
と
に
独
居
老
人
宅
へ
の
緊
急

警
報
装
置
や
全
戸
へ
の
防
犯
ベ
ル

の
設
置
、
こ
の
ほ
か
、
子
供
た
ち

の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
「
寺

子
屋
」
の
運
営
や
昔
の
日
常
品
を

集
め
た
「
お
宝
歴
史
館
」
等
の
施

設
整
備
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
県
民
表
彰
は
、
こ
れ
ら

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
高
い
評

価
を
受
け
受
賞
し
た
も
の
で
、
11

み
ん
な
で
つ
く
る
鹿
屋
市
総
合
計
画
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

平
成
18
年
１
月
１
日
に
、新
「
鹿

屋
市
」
が
誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
の
都
市
の
将

来
像
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
な
ど
を
定
め
る
「
鹿
屋
市
総
合

計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た

（
計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
）。
今
後
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
、
福
祉
や
教

育
、
産
業
振
興
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

行
政
分
野
の
計
画
や
事
務
事
業
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
住
民
説

明
会
の
実
施
、
公
募
に
よ
る
「
市

民
会
議
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

11
月
27
日
に
は
、
福
祉
や
教
育

な
ど
の
市
民
生
活
に
身
近
な
分
野

か
ら
産
業
振
興
、
都
市
基
盤
整
備

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す

る
計
画
案
を
審
議
し
、
市
長
に
答

申
を
行
う
「
鹿
屋
市
総
合
計
画
審

月
２
日
に
県
庁
の
県
議
会
議
場
で

開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
同
町

内
会
の
豊
重
哲
郎
会
長
と
西
倉
正

人
副
会
長
が
出
席
。
伊
藤
鹿
児
島

県
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
豊
重
会
長
は
「
町
内
会
の
み
ん

な
が
流
し
た
汗
へ
の
評
価
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
大
き
な
励
み

に
な
り
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

議
会
」
の
第
一
回
の
会
議
が
開
催

さ
れ
、こ
の
中
で
山
下
市
長
は
「
地

域
の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
地

域
経
済
の
活
性
化
に
主
眼
を
置
き
、

大
隅
地
域
は
も
と
よ
り
、
県
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
審
議
会
は
、

関
係
行
政
機
関
の
職
員
や
地
域
協

議
会
会
長
、
各
種
団
体
の
代
表
者

な
ど
30
人
の
委
員
で
構
成
し
、
会

長
に
鹿
屋
商
工
会
議
所
の
岡
崎
継

11 月９日、柳谷町内会の役員が市役所を訪
れ受賞の喜びを報告しました。

義
会
頭
、
副
会
長
に
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
山
下
求
会
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
民
参
画
や
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
、
今

後
、
市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課

　

☎
０
９
９
４

－
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－

１
１
２
５

11 月 27 日に開催された第一回鹿屋市総合
計画審議会。



身体・知的・精神の専門スタッフが常駐し、
相談等に応じます。

ば
ら
の
焼
酎
を
販
売

鹿
屋
市
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー

ズ
リ
ン
グ
か
の
や
な
ど
で
つ
く

る
「
ば
ら
焼
酎
開
発
研
究
会
」

が
、
ば
ら
を
原
料
に
使
っ
た
焼
酎

「
２
０
０
６
原
酒　

薔
薇
の
贈
り

も
の
」
を
開
発
し
、
11
月
19
日
か

ら
全
国
に
売
り
出
し
ま
し
た
。

同
焼
酎
は
、
ば
ら
の
ま
ち
か
の

や
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
開
発
さ
れ
た

も
の
で
、ば
ら
の
リ
キ
ュ
ー
ル
「
プ

リ
ン
セ
ス
か
の
や
」
に
続
く
第
２

弾
の
商
品
。
焼
酎
に
使
用
す
る
ば

ら
は
、
香
水
の
原
料
に
使
用
さ
れ

る
香
り
の
強
い
ロ
サ
・
ダ
マ
ッ
セ

ナ
と
い
う
品
種
で
、
農
薬
を
一
切

使
用
せ
ず
に
大
切
に
育
て
た
ロ

サ
・
ダ
マ
ッ
セ
ナ
の
つ
ぼ
み
と
地

元
産
の
さ
つ
ま
い
も
で
仕
込
ん
で

あ
り
ま
す
。

７
２
０
ml
入
り
の
原
酒
で
価

格
は
２
，
７
０
０
円
。
か
の
や
ば

ら
園
を
は
じ
め
、
市
内
や
大
都

市
圏
の
小
売
店
な
ど
で
計
１
７
，

０
０
０
本
が
売
り
出
さ
れ
る
予
定

肝
属
地
区
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

で
す
。

ほ
の
か
な
ば
ら
の
香
り
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
か

の
や
ば
ら
園
の
全
国
Ｐ
Ｒ
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４
ー
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８
７
１
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贈り物に
ばらの花びらを仕込んだ焼酎は

いかがですか

11
月
24
日
、
鹿
屋
市
社
会
福
祉

会
館
で
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障

害
者
の
相
談
業
務
等
を
一
つ
の
窓

口
で
行
う
肝
属
地
区
障
害
者
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
相
談
支
援
事
業
等

は
、
身
体
障
害
者
は
市
町
が
行
い
、

知
的
及
び
精
神
障
害
者
は
県
が
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
今
年
10

月
か
ら
知
的
及
び
精
神
障
害
者
相

談
業
務
の
実
施
主
体
が
市
町
に
移

管
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
肝
属
地
区

で
分
散
し
て
行
わ
れ
て
い
た
障
害

種
別
ご
と
の
相
談
体
制
が
一
元
化

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
館
内
に
設
置
さ
れ
た
県
内

初
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

の
相
談
窓
口
が
あ
る
同
セ
ン
タ
ー

は
、
肝
属
地
区
２
市
４
町
で
運
営

し
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
２
人
常
駐
。

障
害
が
重
複
し
て
い
る
人
も
い
る

こ
と
か
ら
、
各
分
野
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
行
わ
れ
た
開
所
式
に
は
、

施
設
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席
。

３
つ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し

て
、陵
北
荘
所
長
の
西
山
氏
が
「
障

害
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
障
害
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４
ー
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ー
２
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１
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内
線
３
１
３
３
・
３
１
３
４

肝属地区障害者総合相談支援センター
【開所時間】　月～金　８時30 分～17時
　　　　　　土　　　８時30 分～12時
【相談・連絡先】
　●身体障害に関する相談
　　　　　　☎ 0994-35-4801
　●児童及び知的障害に関する相談
　　　　　　☎ 0994-35-4802
　●精神障害に関する相談
　　　　　　☎ 0994-35-4803　
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芸術の秋を満喫

　11月２日～４日、鹿屋港に大阪
市所有の帆船『あこがれ』が寄港し、
錦江湾帆船クルージングが開催さ
れました。
　期間中、実際に航海をしながら
帆上げ作業など行うセイルトレー
ニングやイルミネーションの点灯
が行われたほか、鹿屋市漁協みな
とまつりと同時開催の一般公開で
は、多くの人が訪れ、帆船の見学
や写真撮影、出店での買い物など
を楽しんでいました。

第37回鹿屋市文化祭
　11月３日～５日まで、市文
化会館及び市中央公民館で開
催されました。

　市文化協会の会員や市民が
舞踊や演劇などの日ごろの練
習の成果を舞台発表したほか、
生け花や書道などの展示発表
が行われました。

第35回串良町文化祭
　11月２日～３日まで、串良
町公民館及び別館大ホールで
開催されました。

　串良商業高校吹奏楽部の演
奏や、三味線などの舞台発表
をはじめ、ひょうたんに文字
を入れた置物などの作品展示
も行われました。

第30回吾平町文化祭
　11月１日～3日まで、吾平
振興会館大ホールで開催され
ました。

　フラダンスなどが舞台発表
を盛り上げたほか、生涯学習
講座生が作成したトールペイ
ントなどの作品展示もありま
した。

  11月１日、輝北体育館で輝北町
保健福祉・生涯学習大会が開催さ
れました。
　当日は、輝北町の最高齢者や米
寿の人などの表彰が行われたほか、
記念講演では女優の石井めぐみさ
んが、障害をかかえた長男が急逝
した悲しみを乗り越えた自身の体
験を基に講演。参加者は熱心に聞
き入っていました。また、輝北コ
ミュニティセンターでは戦没者追
悼式も行われました。

輝北町保健福祉・
生涯学習大会を開催

　11月１日、鹿屋市役所別館の市
民総合相談室に鹿屋市定住相談窓
口が設置されました。
　これは団塊世代の方々をはじめ
とする鹿屋市へのＩターンやＵ
ターン希望者の相談に応じよう
と設置されたもので、土地や住宅、
雇用などに関する様々な情報を、
きめ細かく提供します。
　【問い合わせ】
　　市民総合相談室
　　☎0994-31-1169　

定
住
相
談
窓
口
を
開
設

錦
江
湾
帆
船

ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
開
催
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　11月４日と５日の２日間、輝北運動場で星の
ふるさと輝北まつり2006が開催されました。
　４日は前夜祭として星空歌謡コンテストを開
催。参加者が自慢ののどを披露しました。また、
５日の本祭では、特産品の販売をはじめ、輝北
町文化協会による舞台発表やテレビキャラク
ターショーなど様々な催し物を開催。中でも祭
りの最後に行われた人気お笑いコンビの『テツ
andトモ歌謡ショー』では、訪れた人たちが２
人の軽快なトークと歌で笑いの渦に包まれてい
ました。

星のふるさと輝北まつり2006

ホルスタイン共進会で
団体３連覇＆グランドチャンピオン

　11月13日、鹿児島県ホルスタイン共進会で団体３連
覇を達成した大隅酪農業協同組合と経産牛の部でグラ
ンドチャンピオン（農林水産大臣賞）を獲得した竹ノ
内哲哉さん（笠之原町）が、鹿屋市役所を訪れて喜び
の報告をしました。
　同共進会は、10月28日に霧島市隼人町で開催。８部
門に県内10地区から選ばれた86頭が出場し、体形や乳
器の状態などが審査されました。この栄誉に同組合の
戸塚組合長は「『大隅ここにあり』と示すことができた」。
竹ノ内さんは「この経験を生かし今後も頑張りたい」と、
それぞれ喜びを語りました。

　11月５日、吾平町の吾平振興会館で、五穀豊穣を
祝う第29回吾平町農業祭が開催されました。
　会場では、新鮮な農林産物などの展示即売をはじ
め、鯉のつかみ取りやお楽しみ抽選会などのイベン
トが行われ、大勢の人が訪れました。
　また、会場となりの市営相撲場では、第108回宮
下相撲大会が開催され、ちびっ子力士から高校生力
士までの元気いっぱいの取り組みに、大きな歓声が
あがっていました。

第29回吾平町農業祭

ストローを使って行われた牛乳の早飲み大会

漁業の安全と豊漁を祈願

　11月３日、鹿屋市漁業協同組合の市場で第３回鹿屋
市漁協みなとまつりが開催されました。
　会場では、漁業の安全と豊漁を祈願した色鮮やかな
大漁旗を掲げた20隻の漁船パレードをはじめ、体長約
60cmのかのやカンパチのつかみ取り大会やカンパチの
さばき方教室などを実施。また、先着300人には、カン
パチの大名汁も振舞われ、大勢の家族連れなどでにぎ
わいました。

『ドリーム・ＣＯＷ・トゥルー』
で最優秀賞

　11月13日、第57回日本学校農業クラブ全国大会の意
見発表部門に出場し、最優秀賞（農林水産大臣賞）を
受賞した久留須康裕君（鹿屋農業高校３年）が、市役
所を訪れ喜びを報告しました。
　同大会は、全国の高校で農業を学ぶ生徒が、日ごろ
取り組んでいる研究成果等を発表するもので、「農業高
校の甲子園」とも呼ばれている大会で、久留須君は、『ド
リーム・ＣＯＷ・トゥルー』と題して良質の肉を育て
るためのビタミンＡの管理方法などを発表。「優勝の経
験を大事にして、これからも良い牛を育てていきたい」
と喜びを語りました。

肉牛枝肉共進会で
グランドチャンピオン

　11月17日、鹿児島県肉牛枝肉共進会でグランドチャ
ンピオンを獲得した薬師五男さん夫妻（下堀町）が市
役所を訪れ喜びを報告しました。
　同共進会は、11月13日に知覧町で開催。県内10地区
から選ばれた80頭の枝肉が審査されました。
　受賞した枝肉は薬師さんが20か月にわたり丹誠込め
て肥育したもの。販売会では4,782,700円（キロ単価
9,010円）で競り落とされました。この栄誉に薬師さん
は「夢が実現しました。これからも品質の高いきもつ
き牛を生産していきたい」と喜びを語りました。

地元産のさつまいもなどを使った重量当てクイズ

鯉のつかみ取り大会

熱戦が繰り広げられた
宮下相撲大会中平房棒踊り

スターポーク試食コーナーに長
蛇の列

星空歌謡コンテストで優勝
した西前孝一さん

軽快なトークと歌で盛り上がった「テツandトモ歌謡ショー」

カンパチ
のぼり

カンパチのつかみ取り大会

勇壮な漁船
パレード
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第30回鹿屋市農業まつり
　11月22日・23日の両日、鹿屋中央公園で、秋
の風物詩として知られる第30回鹿屋市農業まつ
りが開催されました。
　会場では、名物の子豚レースをはじめ、新鮮
な農林水産物の展示販売や舞台発表、園芸共進
会などが行われたほか、鹿屋の食材にこだわっ
た地場レストランもあり、悪天候にもかかわら
ず多くの人が訪れました。
　また、市武道館では、『食（農業）を核とする
地域の活性化を語る会』と題したシンポジウム
も開催され、参加者は熱心に聞き入っていました。

豪華賞品が当たって喜ぶ当選者

　11月12日、輝北うわば公園周辺
でサザンクロスツーリングトライア
ル2006in輝北が開催されました。
　ツーリングトライアルとは、急傾
斜や障害物のあるコースでオート
バイの操縦技術を競う競技。当日
は、自然の地形を生かした約50㎞
のコースで行われ、県内外から45
人が参加。小道や急斜面、沢などを
華麗なテクニックで走り抜けると、
観客から大きな歓声があがっていま
した。

　11月18日、吾平振興会館で平成
18年度肝属地区教育振興大会が開
催されました。
　大会には約500人が参加。教育
功労者の表彰や実践発表が行われ
たほか、「いつまでも活き活きと明
るく生きる自分を育てる方法」と
題して行われた講演では、タレン
トの岡部まりさんが「私たちは先
人やふるさと、仕事仲間に支えら
れて生きています」と話し、参加
者は熱心に聞き入っていました。

  11月19日、輝北町の谷田運動公
園で下諏訪原地区むらづくり交流
会が開催されました。
　これは、高尾小学校区の４町内
会が平成16年度県むらづくりコン
クールでの知事賞受賞を機に毎年
行っているもので、約110人が参
加。子どもたちによるからいもも
ちづくりやグラウンドゴルフ大会
などを行い、地元食材の芋煮を食
べながら地域住民全員の交流を図
り、楽しい時間を過ごしました。

むらづくり交流会を開催 トライアルバイクで
野山を疾走

肝属地区教育振興大会を
開催

　11月19日、鹿屋市役所を発着点
に鹿屋地区の小学校区対抗「サン
ロード鹿屋駅伝大会」が開催されま
した。
　大会には、鹿屋地区の小学校区か
ら20チームが参加。小中高校生や
一般の男女約460人の選手が参加し
て、15区間28.4kmでタスキをつな
ぎました。入賞チームは次のとおり。
Aクラス１位＝野里チーム
Bクラス１位＝祓川チーム

　11月26日、第35回吾平町駅伝
大会が開催されました。
　この駅伝は、吾平町内の10地区
分館対抗で健脚を競い合うもので、
今年はオープン参加を含む11チー
ムが参加。選手たちは、雨が降り
しきる中、11区間、19.2ｋｍのコー
スを、沿道からの温かい声援を背
に走り抜けました。入賞チームは
次のとおり。
１位＝中央町地区　２位＝中央麓
地区　３位＝中央東地区

　11月26日、かのやばら園を発着
点に第６回「ツール・ﾄ ・゙おおすみ」
サイクリング大会が開催されまし
た。
　大会は、大隅半島を一周するチャ
レンジコース（110km）と錦江町
の神川大滝で折り返すファミリー
コース（30km）で行われ、220人
が参加。途中雨が激しくコースの
変更もありましたが、参加者は大
隅半島の自然を感じながら力強く
ペダルをこいでいました。

ツール・ド・おおすみ
サイクリング大会を開催

サンロード駅伝大会
を開催

第35回吾平町駅伝大会
を開催

第31回農業収穫祭くしら黒土祭り

　11月23日、串良平和公園で収穫の秋を祝う第31回農業収穫
祭くしら黒土祭りが開催されました。
　当日は、あいにくの雨に見舞われましたが、農産物を賞品と
して持てるだけ持って帰れる農産物獲得クイズをはじめ、新鮮
な野菜や地元特産品の販売、黒毛和牛の焼肉試食コーナーなど
もあり、どのコーナーも大勢の人でにぎわっていました。
　また、お楽しみ抽選会では、カラーテレビなど豪華賞品が当
たるとあって、当選者の名前が発表されるたびに、会場に大き
な歓声があがっていました。

賞品の新鮮な野菜
を両手いっぱいに
かかえて持ち帰る
農産物獲得クイズ
の回答者

新鮮な野菜などを
展示販売

大人気だった黒毛
和牛の焼肉試食
コーナー箱いっぱいに野

菜を購入

名物子豚レースでは５頭の子豚に大きな声援がおくられ
ていました

第 30 回を記念して開催されたシ
ンポジウムには約180人が参加

優秀作品が展示された園芸共進
会
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◆以下は、認可外保育所及び夜間託児所となりますので、申込方法や保育料等については、それぞれの保育
　所等へ直接お問い合わせください。

Information

Information

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2007 1月

付
し
て
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
方
法
＝
持
参
又
は
郵
送
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３‒

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
１
号

　

市
財
政
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
２
６

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
を
募
集

　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

初
心
者
を
対
象
に
し
た
高
齢
者
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

● 

期
間
＝
１
月
16
日
（
火
）
〜
３

月
27
日
（
火
）
の
毎
週
火
・
木

曜
日
の
13
時
〜
16
時

※ 

１
人
当
た
り
１
回
３
時
間
の
講

座
を
３
回
受
講
（
計
９
時
間
）

● 
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

● 

募
集
人
員
＝
21
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

● 

申
込
期
限
＝
１
月
15
日
（
月
）

● 

申
込
方
法
＝
来
所
又
は
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

４
５
０
５

物
品
及
び
業
務
委
託
等

入
札
・
見
積
り
へ
の
参

加
資
格
申
請

　

平
成
19
・
20
年
度
に
鹿
屋
市
が

調
達
す
る
物
品
及
び
業
務
委
託
等

の
入
札
・
見
積
り
に
参
加
を
希
望

す
る
人
は
、
関
係
書
類
を
添
え
て

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
申
請
は
、
す
べ
て
の
人

に
つ
い
て
更
新
手
続
き
が
必
要

に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

● 

登
録
期
間
＝
提
出
さ
れ
た
申
請

書
と
添
付
書
類
を
審
査
後
、
平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
登
録
す
る
予

定
で
す
。

● 

受
付
期
間
＝
平
成
19
年
１
月
５

日
（
金
）
〜
３
月
５
日
（
月
）

● 

申
請
書
＝
鹿
屋
市
独
自
様
式

● 

添
付
書
類
＝
平
成
19
・
20
年
度

鹿
屋
市
物
品
調
達
等
入
札
（
見

積
）
参
加
資
格
申
請
書
提
出
要

領
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

※ 

申
請
書
及
び
提
出
要
領
が
必
要

な
人
は
、
市
財
政
課
に
直
接
又

は
郵
便
で
請
求
で
き
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返

信
用
封
筒
に
90
円
の
切
手
を
貼

ïïïïï
ï

ï
ï

● 

日
程
及
び
受
講
料

● 

定
員
＝
10
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

● 

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

● 

申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

コ
ー
ス
の
複
数
受
講
も
可
能
で

す
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
振
興
課

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

３
１
３
５

平
成
18
年
度
自
衛
官
を

募
集

　

平
成
18
年
度
の
自
衛
官
を
左
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

鹿
屋
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

４
３
８
６

鹿
屋
商
工
会
議
所
パ
ソ

コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、
中
小

企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
実
現
と
そ
の
支
援

の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

2006 12月

24
31

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

貸費学生
詳しくは、お問
い合わせくださ
い。

12/ １（金）
～１/19（金）

２/４（日）

自 衛 隊
生　 徒

中卒（見込含）
で 17 歳未満

11/ １（水）
～１/９（火）

１次：１/13（土）
２次：１/26（金）
　　　～ 29（月）の
　　　指定する１日

講　座　名 日　　　　　時 定員 受　講　料

ワード初級講座
５日間コース

平成 19 年１月 15 日（月）
　～ 19 日（金）18 時～ 21 時

10 人
15,000 円　

（会員    5,000 円）

エクセル初級講座
５日間コース

平成 19 年１月 22 日（月）
　～ 26 日（金）18 時～ 21 時

10 人
          15,000 円　

（会員    5,000 円）

パソコン会計
初級講座
10 日間コース

平成 19 年１月 29 日（月）
　～２月２日（金）・５日（月）
　～９日（金）18 時～ 21 時

10 人
          25,000 円　
（会員 10,000 円）

　保育所は、保護者の仕事、病気、病人の介護などにより家庭で児童を保育できない場合に、保護者に代わっ
て保育をすることを目的とした児童福祉施設です。
　保育を希望する保護者はお申込みください。
●入所対象者　 平成 19年４月以降の入所希望者
　　　　　　　※ 労働、出産（おおむね産前２か月、産後２か月の間）、病気、障害、病人の看護、家庭の災

害などの事情により児童の保育ができない家庭
●受 付 期 間　 平成 19年１月５日（金）～ 31日（水）
　　　　　　　※入所申込書等は、12月下旬から市役所、各総合支所及び各保育所で配付します。
●申　込　先　 市子育て支援課（⑩番窓口）、各総合支所健康福祉課、各保育所
●保　育　料　 児童の年齢及びその世帯の前年の所得税額等から決定されます。

平成 19年度の認可保育所入所申込の受け付けを始めます

保育所名 所在地 電話番号

寿保育所 寿５丁目 24-16 0994-42-2988

アソカ保育園 向江町４-２ 0994-42-3801

高須保育園 高須町 1389 0994-47-2029

笠之原保育園 笠之原町 1106- １ 0994-42-2919

松下保育園 西原１丁目 22-23 0994-42-2769

和光保育園 横山町 1566 0994-48-2931

古江保育園 古江町 820 0994-46-2067

高隈保育園 上高隈町 77 0994-45-2039

西南保育園 飯隈町 3065- １ 0994-49-2102

こばと保育園 川西町 4796 0994-42-4480

平和保育園 田崎町 2294- １ 0994-42-4487

さくら保育園 西原２丁目 37-10 0994-42-4455

白崎保育園 白崎町 15-18 0994-42-3589

野里保育園 上野町 4776- ３ 0994-42-3577

東原保育園 東原町 3298-7 0994-43-5095

杉の子保育園 打馬２丁目 12-33 0994-43-2475

はらい川保育園 祓川町 4498 0994-42-2250

光華保育園 花岡町 369 0994-46-3764

保育所名 所在地 電話番号

わかば保育園 寿４丁目８-14 0994-44-5234

二葉保育園 上谷町 11657-3 0994-44-6107

円鏡保育園 西祓川町 376- ２ 0994-43-9000

大黒保育園 下高隈町 4681- ５ 0994-45-3078

エンゼル保育園 札元２丁目 3721- １ 0994-43-9353

敬心保育園 今坂町 12405-47 0994-44-6577

吾平保育園 吾平町上名 7681 0994-58-8220

つるみね保育園 吾平町上名 6646-3 0994-58-6262

瑞穂保育園 吾平町麓 1257- ４ 0994-58-7800

光明保育園 輝北町上百引 3989 099-486-0562

正覚寺保育園 輝北町市成 1467 099-485-1154

上小原保育所 串良町上小原 2621- ３ 0994-63-3657

細山田保育園 串良町細山田 4833- ４ 0994-62-2026

ひばり保育園 串良町細山田 5295- １ 0994-62-3377

洗心保育園 串良町有里 460 0994-63-9192

正徳保育園 串良町岡崎 3445- ２ 0994-63-2186

ふたば保育園 串良町下小原 4860- ２ 0994-63-2620

※一時保育や延長保育を実施しているところもあります。詳しくはお問い合わせください。

●認可保育所

保育所名 所在地 電話番号
くりのみ学園 寿５丁目 0994-40-0963
くりのみ学園西原分園どんぐり 郷之原町 0994-40-2233
可愛幼児園 寿８丁目 0994-40-4687
ひなぎく保育園 笠之原町 0994-42-4077
恵光の里 大浦町 0994-41-0058

認可外保育所

【問い合わせ】　市子育て支援課　☎ 0994-43-2111　内線 3144・3145

夜間託児所
託児所名 所在地 電話番号

チャイルドハウス 寿５丁目 0994-44-9900
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月日 医療機関 住所 電話

12月17日
児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510

検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

23日
おばま病院 寿２丁目 0994-42-5235

村上整形外科医院 今坂町 0994-41-2511

24日
福田病院 寿３丁目 0994-43-4191

たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

29日
児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510

よしどめ整形外科 川西町 0994-31-1700

30日

池田病院 下祓川町 0994-43-3434

こだま小児科 笠之原町 0994-41-5111

小林クリニック 上谷町 0994-41-0700

31日

伊東クリニック 札元２丁目 0994-43-3500

立元内科小児科 寿４丁目 0994-43-6248

かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

１月１日

長﨑内科 笠之原町 0994-43-2195

まつだこどもクリニック 西原２丁目 0994-52-0507

徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

２日

森田胃腸科内科医院 郷之原町 0994-40-2822

えとう小児科 札元２丁目 0994-40-3700

鮫島整形外科病院 寿１丁目 0994-43-2535

３日

園田クリニック 旭原町 0994-43-8181

こだま小児科 笠之原町 0994-41-5111

小倉記念病院 寿8丁目 0994-44-7171

InformationInformation

放
送
大
学
４
月
入
学
生

募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
現
在
、
平
成
19
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

募
集
学
部

教
養
学
部

科
目
履
修
生
＝
６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

選
科
履
修
生
＝
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修

全
科
履
修
生
＝
４
年
以
上
在
学

し
、
学
士
の
学
位
の
習
得

大
学
院

修
士
科
目
生
＝
６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

修
士
選
科
生
＝
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修

● 

申
込
期
限
＝
平
成
19
年
２
月
15

　

日
（
木
）

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
９‒

２
３
９‒

３
８
１
１

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成

18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日

現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
に

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
２
４

鹿
屋
市
成
人
式

● 

日
時
＝
１
月
８
日
（
月
）

　

11
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
３
８

図
書
の
案
内

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

懸
賞
奥
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
塚　

雅
子
著

お
と
な
の
い
の
ち
の
教
育　

  

日
野
原　

重
明
他
編
著

は
じ
め
て
の
豆
盆
栽　
　
　

  

東
京
凡
才
倶
楽
部
監
修

手
づ
く
り
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
い
っ
ぱ
い
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

黒
須　

和
清
著

北
前
船
の
事
件　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
岩　

弓
枝
著

馬
琴
の
嫁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

群　

よ
う
こ
著

月
下
の
恋
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅
田　

次
郎
著

お
せ
い
＆
カ
モ
カ
の
昭
和
愛
惜　
　

  

田
辺　

聖
子
著

び
ん
の
中
の
子
ど
も
た
ち　
　
　

  

大
海　

赫
作
・
絵

衣
世
梨
の
魔
法
帳　
　
　
　
　
　
　

  

那
須　

正
幹
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

天
才
た
ち
の
値
段　
　
　
　

  　
　
　

門
井　

慶
喜
著

真
相　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

横
山　

秀
夫
著

夜
空
〜
切
ナ
イ
恋
物
語
〜
上
・
下
巻　

  　
　

美
嘉
著

過
保
護
の
ス
ス
メ　
　

  　
　
　
　

佐
々
木　

正
美
著

テ
ィ
ー
ン
・
ア
イ
ド
ル　

  　

メ
グ
・
キ
ャ
ボ
ッ
ト
著

い
た
い
の
か
い
じ
ゅ
う  

は
い
し
ゃ
さ
ん  

ぺ
る
る
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
作
・
絵

カ
ク
レ
ン
ボ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

  

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ー
カ
ス
作

生
き
も
の
と
働
き
た
い  　
　
　
　
　

澄
田　

典
子
編

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

リ
ボ
ン
レ
イ
の
本　

  　
　
　
　
　
　

山
本　

貴
子
著

ご
ち
そ
う
ス
ー
プ  　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

千
秋
著

１
０
０
％
米
粉
の
パ
ン
＆
お
菓
子　

  

陣
田　

靖
子
著

も
っ
と
豆
腐
が
好
き
に
な
る　
　
　

  

野
崎　

洋
光
著

グ
ル
メ
以
前
の
食
事
作
法
の
常
識　

  

小
倉　

朋
子
著

ほ
ん
の
り
和
風
の
お
菓
子　
　
　

  

大
森　

い
く
子
著

お
芋
で
年
賀
状　
　
　
　
　
　
　

  

小
町
谷　

新
子
著

柚
子
の
あ
る
暮
ら
し　
　
　
　
　

  　

中
村　

成
子
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し
て  　
　
　

細
川　

貂
々
著

上
田
三
根
子
の
更
年
期
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

上
田　

三
根
子
著

最
高
の
上
司
が
実
践
す
る
哲
学　

  　
　

江
上　

剛
著

魔
女
の
笑
窪　
　
　
　
　
　
　
　

  　

大
沢　

在
昌
著

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
ぶ
な
い　

  

柳
田　

邦
男
著

こ
ん
や
は
ど
ん
な
ゆ
め
を
み
る
？  

工
藤　

ノ
リ
コ
作

の
ん
き
な
り
ゅ
う　
　
　

  　

ケ
ネ
ス
・
グ
レ
ア
ム
作

お
か
あ
さ
ん
の
た
ま
ご
の
は
な
し　

  

松
田　

和
洋
著

き
の
う
の
お
ひ
さ
ま
、
ど
こ
に
い
っ
た
の
？

　
　
　
　
　
　

  

薫　

く
み
こ
作
・
い
も
と
よ
う
こ
絵

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

12 月・１月の休日当番医

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

○内
○外

※休日当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常1日分とします。

◇鹿屋市医師会
　診療時間　午前８時30分～午後６時

◇肝属東部医師会
　診療時間　午前９時～午後５時

◇鹿屋市歯科医師会
　診療時間  午前８時30分～午後３時

月日 医療機関 住所 電話

12月17日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037

園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

24日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008

宮地胃腸科外科 串良町岡崎 0994-63-5040

31日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-8181

内村産婦人科 串良町岡崎 0994-63-2521

１月７日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314

山路医院 東串良町池之原 0994-63-2134

14日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025

児玉医院 東串良町川東 0994-63-8522

月日 医療機関 住所 電話
12月17日 上村歯科医院 田崎町 0994-44-6077

23日 貴島歯科医院 札元１丁目 0994-44-5000

24日 クリス歯科 白崎町 0994-41-3931

30日 あおぞら歯科 西原１丁目 0994-43-5833

31日 水口歯科医院 寿２丁目 0994-43-4635

１月１日 ひがし歯科医院 田渕町 0994-48-2015

２日 中野歯科医院 共栄町 0994-41-7455

３日 検見崎歯科医院 北田町 0994-43-7376

７日 検見崎歯科医院 北田町 0994-43-7376

８日 さかもと歯科クリニック 寿８丁目 0994-44-2003

14日 重久歯科医院 向江町 0994-42-4470

12 月・１月の歯科休日在宅医

　 …内科　　　…小児科　    　…外科○内 ○外○小

○内
○外
○内
○外

○内
○外

○小
○内

○外

○小
○内

○外

○小
○内

○外

○小
○内

○外

○小
○内

○外



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

InformationInformation

市役所・その他施設の年末年始休日のお知らせ
　年末年始の市役所の一般業務は、12月 29 日（金）～１月３日（水）まで休みとな
ります。そのほかの各施設・業務については、利用できない日が異なりますのでご注
意ください。
　※×印のついた日が休日です。

地

区
各　　　施　　　設 電話番号

12 月 １月
28 29 30 31 １ ２ ３ ４
木 金 土 日 月 火 水 木

市役所本庁・各総合支所・各出張所・
各サービスコーナー等 0994-43-2111

○ × × × × × × ○※出生届、婚姻届、死亡届などは、休日も市役所及び各総合支所の警備員
室で受け付けます。年末は窓口が混みますので、戸籍謄抄本や住民票が
必要な人は早めにお済ませください。

市役所分庁舎上下水道部 0994-43-2800
○ × × × × × × ○

※水道の修理は取り扱います。

鹿

屋

地

区

火葬場「きもつき苑」 0994-45-2196
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※１月１日（月）は電話受付のみ行います。

図書館
視聴覚センター

0994-43-9380
0994-43-9333 × × × × × × × ×

中央公民館・各学習施設等 0994-44-0321 ○ × × × × × × ○
体育館・各体育施設等 0994-43-7221 ○ × × × × × × ○
かのやばら園・霧島ヶ丘公園 0994-40-2170

× × × × × × × ×
※有料施設以外は年末年始も利用できます。

鹿屋市観光物産総合センター 0994-41-6111 ○ × × × × × × ○
鹿屋航空基地史料館 0994-42-0233 ○ × × × × × × ○
アジア・太平洋農村研修村民族館 0994-45-2872 ○ × × × × × × ○

吾

平

地

区

コミュニティセンター吾平振興会館 0994-58-6036 ○ × × × × × × ○
各体育施設等 ○ × × × × × × ○

吾平山上陵
12月 31 日（日）23 時 55 分～１月１日（月）17 時 30 分
１月２日（火）～３日（水）７時 30 分～１７時 30 分
１月４日（木）８時 30 分～ 17 時

交流センター「湯遊ランドあいら」 0994-34-4500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吾平物産館「つわぶき」 0994-58-8907 × × × ○
22時から

○
17時まで ○ ○ ○

大隅広域公園 0994-58-5197 ○ × × ○
23時から ○ ○ ○ ○

輝

北

地

区

輝北コミュニティセンター
各校区公民館 099-486-0303 ○ × × × × × × ○

体育館・各体育施設等 099-486-0303
○ × × × × × × ○

※ただし、申請すればいつでも利用できます。

輝北天球館・輝北うわば公園 099-485-1900 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
輝北総合福祉センター 099-486-0777

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ 12月 31 日（日）から 1月３日（水）のみ 17 時まで開館

串

良

地

区

串良公民館・各分館 0994-63-2623 ○ × × × × × × ○
串良平和アリーナ・各体育施設等 0994-31-4500 ○ × × × × × × ○
オレンジパーク串良 0994-62-3422 ○ × × × × × × ○
串良農産物等直売施設「みどりの停車場」 0994-63-7692 ○ × × × × × × ○
串良ふれあいセンター 0994-63-5030 ○ × × × × × × ○
串良友愛の郷 0994-63-7818 ○ × × × × × × ○

≪し尿のくみ取り≫

地　　区 業　　者　　名 電話番号
12月 １月

28 29 30 31 １ ２ ３ ４
木 金 土 日 月 火 水 木

鹿　屋　地　区
鹿屋衛生管理センター 0994-44-3311 ○ ○ × × × × × ×
西日本浄化サービス 0994-43-3425 ○ ○ × × × × × ×

吾　平　地　区 肝属環境サービス 0994-65-2775 ○ × × × × × × ○
輝北・串良地区 大隅衛生企業 099-474-0338 ○ × × × × × × ○

　年末は、し尿のくみ取りが集中しますので、お早めにお済ませください。
　※×印のついた日が休日です。

≪ごみの収集及び持ち込み≫

地　　区
12月 １月

28 29 30 31 １ ２ ３ ４
木 金 土 日 月 火 水 木

鹿屋・串良地区 ○ ○ × × × × × ○
吾　平　地　区 ○ ○ × × × × × ○
輝　北　地　区 × × ○ × × × × ×

※吾平地区の、資源ごみの収集日が 1月の第
1水曜日になっている地域は５日（金）に
変更し、燃やせるごみの収集日が、1月８
日（月）になっている地域は、10 日（水）
に変更します。
※その他は、収集カレンダーのとおりです。

　●市清掃センター（鹿屋・串良地区）
　　持ち込み時間＝８時 30分～４時 30分（正午～１時を除く）

　●肝属東部清掃センター（吾平地区）
　　持ち込み時間＝９時～ 16時 30分（正午～１時を除く）
　　※直接搬入許可証が必要です。
　　※申請受付＝ 12月 28日（木）16時まで
　　※申請場所＝吾平総合支所市民生活課

　●輝北ごみ処分場（輝北地区）
　　持ち込み時間＝８時 30分～ 17時

12 月 １月
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 ５
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

○ ○ × × × × ○ ○ ○
正午まで × × × × ×

12月 １月
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 ５
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
正午まで × × × ○ ○

12月 １月
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 ５
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○
正午まで × × × × ○ ○

◇ごみの収集 ※×印のついた日が休日です。

◇ごみの持ち込み ※○印のついている日のみ、ごみの持ち込みができます。

【問い合わせ】
　市生活環境課　　　　　　☎ 0994-43-2111内線 3177　　　市清掃センター　　　　☎ 0994-45-2900
　串良総合支所市民生活課　☎ 0994-63-3111内線 4240　　　肝属東部清掃センター　☎ 0994-65-1741
　吾平総合支所市民生活課　☎ 0994-58-7111内線 5236
　輝北総合支所市民生活課　☎ 099-486-1111内線 2301



未来
和太鼓等の演奏を中心に活動してい
ます。来年１月には東京ドームで演
奏します。

　吾平町麓の吾平商工会館前
に 35,000 個の電球で飾られた
クリスマスイルミネーション
が登場しました。
　このイルミネーションは、
全て吾平商工会青年部のメン
バーが手作りしたもので、暖
かい光を放つトナカイの親子
や煙突をよじ登るサンタク
ロースなどが、ロマンチック
な夜を演出します。点灯は１
月 14 日まで。毎日午後５時
から午後11時まで楽しめます。

藏ヶ﨑美穂さん
　　　 慶太くん（11 か月）浜田町
吾平のコスモス畑、きれいだったね。
（パパ・ママ）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 18年 12月 13日発行　No.023
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111
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　下新原奈
な な

々ちゃん（７歳）
　鈴

すず か

夏ちゃん（3歳）
　雛

ひな こ

子ちゃん（5歳）串良町有里
いつまでも仲の良い３姉妹でいて
ね（母…ゆかり）

対前月比
総　数 106,025 人　 ( + 5 1 )
男 50,308 人　 ( + 2 9 )
女 55,717 人　 ( + 2 2 )
世帯数 44,253 世帯 ( + 5 1 )

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。年齢は問いませ
ん。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

広報

吾平大學ソフトボール部
ねじめドラゴンボートに参加しまし
た。結果は…来年はがんばるぞ！

○左
○中
○右

栗原ハナ子さん（100 歳）寿２丁目
長生きの秘訣は「せかせかせず、の
んびり過ごすこと」ですね。


